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「広報まむろがわ」は再生紙と環境に優しい 
植物油インキを使用しています。 

表
紙
の
紹
介 

秋
の
到
来
を
告
げ
る
番
楽
と
と
も
に 

　
今
回
の
表
紙
は
町
内
の
三
つ
の
番
楽
に
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
て
み
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
ク
イ
ズ

で
す
。
ど
の
写
真
が
、
ど
こ
の
番
楽
か
わ
か
る

か
な
？ 

鮭延秀綱物語 鮭延秀綱物語 郷土の英傑 郷土の英傑 ４ 

四
、
秀
綱
人
質
と
庄
内
武
藤
氏 

　
永
禄
六
（
一
五
六
三
）
年
、
武
藤
氏
に
敗
れ
た
佐
々

木
貞
綱
、
氏
孝
親
子
は
仙
北
に
逃
れ
た
。
し
か
し
在
郷

で
養
育
さ
れ
て
い
た
秀
綱
（
源
四
郎
）
は
置
き
去
り
に

さ
れ
、
武
藤
氏
の
居
城
尾
浦
（
現
鶴
岡
市
）
に
連
れ
て

行
か
れ
た
。 

　
武
藤
氏
は
大
宝
寺
氏
と
も
い
い
、
当
初
は
大
宝
寺
（
鶴

岡
市
）
に
居
城
を
構
え
て
い
た
。
天
文
元
（
一
五
三
二
）

年
、
晴
時
の
代
に
砂
越
氏
（
現
酒
田
市
）
に
攻
め
ら
れ

落
城
焼
失
。
以
後
、
大
山
尾
浦
へ
居
城
を
移
し
た
。
晴

時
の
後
を
継
い
だ
義
増
の
時
代
に
、
武
運
が
上
向
き
庄

内
一
円
を
制
圧
。
そ
の
後
鮭
延
攻
略
、
二
年
後
に
は
大

蔵
清
水
城
を
も
攻
め
て
い
る
。
義

増
か
ら
家
督
を
継
い
だ
義
氏
も
、

外
圧
を
重
ね
て
勢
力
を
拡
大
し
て

い
っ
た
。
織
田
信
長
に
鷹
や
馬
を

贈
り
「
屋
形
」
号
を
許
さ
れ
た
の

も
こ
の
頃
で
あ
る
。
ま
た
「
出
羽

守
」
の
官
位
も
得
て
い
た
。 

　
武
藤
氏
の
人
質
と
し
て
入
っ
た

秀
綱
は
、
義
氏
の
小
姓
と
し
て
奉

公
し
て
い
た
と
い
う
。
ど
の
よ
う

な
生
活
を
し
て
い
た
か
不
明
で
あ

る
が
、
後
の
秀
綱
を
知
る
時
、
文

武
の
基
礎
が
こ
の
時
代
に
培
わ
れ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

　
「
悪
屋
形
」
と
呼
ば
れ
た
義
氏

で
あ
っ
た
が
、
秀
綱
に
は
特
に
目

を
か
け
、
成
長
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
。
秀
綱
に
と
っ
て
義
氏
は
畏
敬
の
武
将
で
あ
り
、

「
奥
州
に
て
隠
れ
な
き
鬼
神
の
よ
う
に
い
わ
れ
た
も
う

屋
形
に
て
御
座
候
」
と
秀
綱
は
評
し
た
。 

　
天
正
十
（
一
五
八
二
）
年
、
秀
綱
二
十
一
歳
の
と
き

義
氏
は
、
家
老
衆
と
相
談
し
て
庄
内
か
ら
城
代
を
置
い

て
支
配
し
て
い
た
鮭
延
城
を
、
秀
綱
に
任
せ
る
こ
と
に

し
た
。
そ
の
年
の
冬
、
秀
綱
は
鮭
延
郷
に
入
部
し
た
。 

　
義
氏
は
「
源
四
郎
は
若
い
が
し
っ
か
り
者
と
見
え
る
」

と
褒
め
称
え
、
義
氏
の
言
葉
を
裏
切
ら
な
い
秀
綱
の
活

躍
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
真
室
川
町
歴
史
研
究
会
） 

尾
浦
城
跡 

だ
い
ほ
う
じ 

や 

か
た 

さ
　
ご
　
し 

い  

け
い 

【答】①平枝番楽  ②釜淵番楽  ③八敷代番楽 

① ② ③ 

11/9
土 

場 所  

午後1時 

午後3時 

遊楽館 

時 間  

〜 

主
催
…
す
み
れ
の
会
　
後
援
…
真
室
川
町
教
育
委
員
会 

●
参
加
料
　
５
０
０
円（
飲
み
物
・
飴
・
歌
集
代
） 

※
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
当
日
参
加
料
を
持
参
く
だ
さ
い
。 


